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インドネシア漁獲監視システムのレビュー
1.  目的
資源評価及びTACの勧告に用いるインドネシアのミナミマグロ漁業に関する信頼できる包括的な情報を得るため、CCSBT拡大委員会は、インドネシアのミナミマグロ漁獲量を推定するのに用いる適切な漁業監視体制及び手法をレビューすることを要請している。

また、CCSBTは、インドネシア漁業によるみなみまぐろ漁獲をより良く把握するための適切な漁業監視計画の概観及び構成に関する指針を求めている。

2.  付託事項
CCSBT9で合意された付託事項は以下のとおり。
· 推定されたインドネシアによるミナミマグロの総漁獲量に関して、データを提示するのに現在用いられているシステム及び手法を評価する。

· 適当であれば、既存のインドネシアのミナミマグロ漁獲量監視システム及び手法を改善する勧告を提示する。

· 必要であれば、IOTCとCCSBT計画の間の一貫性を最大化するために、CCSBT及びIOTCの監視計画を調整するための手法に関する勧告を行う。

· インドネシアからのみなみまぐろの輸出に関する利用可能なデータをレビューし、インドネシア輸出データ及びTISによって証明された輸出量の間での相違に関する可能性のある原因に関してコメントする。
· 提案された改善又は追加的監視活動に掛かる費用見積もりを提示する。

3.  活動スケジュール
このレビューに関する当初の提案は、2002年6月にオーストラリアによってCCSBT事務局に行われ、また2002年9月の第7回科学委員会で討議が行われた。付託事項が作成され、2002年10月のCCSBT9で承認された。合意されたレビュー活動スケジュールには以下を含んでいる。
· レビューパネルに必要な情報に関して、2003年2月初旬までに合意に達する。合意された背景文書、説明情報及び適切な利用可能なデータは、CCSBT事務局を通じて、2003年2月15日までにレビューパネル参加者及びアドバイザー間で交換される。
· 交換されたデータの更なる予備的分析及び要約、並びに2月に交換された情報への回答は、遅くとも2003年3月15日までに完了すべきである。
· レビューパネルは、2003年4月７-15日において、ニュージーランドで開催される第2回管理手続きワークショップの開催期間の2日間、おそらく４月9-10日に開催される。パネルの作業は、完了する必要があり、またレビュー報告書は、その会合で草案される。
· この報告書の内容、特に結論及び勧告は、第8回科学委員会（2003年9月1-４日）に、コメントを求めるために提出され、また、その後のCCSBT10(2003年10月)に、その検討、承認及び実施のために提出される。
4.  レビューパネル参加者
議長
· アンドリュー・ペニー(科学委員会議長)
参加者
· 現在の漁獲監視計画の参加者、特にCSIRO,RIMF及びDGCFの関係者。インドネシア代表者は、インドネシア・データの収集及び引き伸ばし手続きに関して適切な経験を有しているべきである。
· CCSBT拡大委員会メンバーの代表者
アドバイザー
· IOTCのデータシステムの開発及び管理に関係するIOTC事務局の代表者（アンガヌジ博士）
· CCSBT諮問パネルのメンバー
5.  必要とされる情報
次の背景情報及びデータは、レビューパネルの会合前に、準備及び交換され、またパネル会合に利用可能となる。
· インドネシア漁獲監視システムに関する初期の背景文書は、第7回科学委員会会合に提出された。メンバーは、これら初期の文書を発展させ、それらを背景文書としてレビューパネル会合に提示するように奨励される。
· インドネシアにおける現在の多国間監視システムの開発に関する背景文書として準備された過去の文書は、CCSBTウェッブサイトの文書交換サイトで入手できる。
· IOTCは、特に、インドネシア漁獲量の推定に関連する限りにおいて、IOTCデータ収集、補完及び引き伸ばし手続きに関する概観及び説明を提示する。このレビューには、みなみまぐろを含むインドネシアのまぐろ類漁獲量のIOTCによる近年の推定値を含む。
· 現在のインドネシア漁獲監視システムにおける既存の参加者(CSIRO, RIMF 及びDGCF)は、過去及び現在の監視システムに関する詳細な説明書（フローチャート並びにデータ収集、補完及び引き伸ばし手続きに関する説明）の作成に協力する。これには、特に標本収集要綱、補完及び引き伸ばし手続きが説明されているべきである。
· 水揚げ量、漁獲量及び輸出量の中間的な区分け及び分類に関する利用可能なデータは、データの守秘性を保護されるように、会合に利用可能にすべきである。
· 特にインドネシアは、おそらく現在の監視計画の他の参加者の協力の下、DINAS輸出許可データを提供し、またみなみまぐろの輸出がどのように文書化され推定されているかの説明を行う。
· 実行可能と考えられる場合には、既存の監視計画の参加者は、過去における標本採取レベルを削減することから生じたインドネシア漁獲量の推定値における変化に関する評価を行う用意をしておくべきである。
6.  期待される最終的な成果
レビューパネルからの結果は、包括的なレビュー報告書となり、科学委員会には情報提供として、また本委員会にはその検討のために提示される。この報告書には、以下を含む。
· インドネシアにおいて使用されている過去及び現在の漁獲監視システムの設計及び機能に関する詳細な説明。
· これらの監視システムに最近施された改善策の具体的なレビュー及び評価、また過去のシステムにおける欠点(不備)の程度。
· データの評価が、時間と共にどのように変化しているかの検討と共に、過去及び現在のインドネシアのみなみまぐろ漁獲量推定値の捕捉範囲、精度及びバイアスに関する評価。
· インドネシアのみなみまぐろの輸出に関する情報や、この情報からの輸出推定値とインドネシアのTIS輸出推定値間の相違における可能性のある原因に関する注釈のレビュー
· インドネシアの総年間みなみまぐろ漁獲量の完全で正確な推定値を提供するため、また過去の漁獲記録を改訂するために、インドネシア漁獲監視システムに施される更なる変更及び改善に関する勧告
· CCSBTの具体的な要求に応えるために求めらた、これら監視システムにおいて提案された展開又は改善策のための費用見積もり
